
・第二章
※クラリス洗脳中

「し、しししし、ししょうぅぅッ、これぇぇぇぇッ、頭ぁッ、気持ちよすぎてッ、こわれ
ッ、んあ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"ッッ♥♥♥」
「統合された人格が植え付けられてるんだよ。あと少しで終わるよ～。それまでほら。こ
の気持ちよさを味わおうよ」
「あ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"あ"ッッ♥♥まっひろにぃっ、あたっ、まっ、あひいいいいい
いッ♥♥こんらっ、きもひいいいいいいっ♥♥あ"お"お"お"お"お"あ"あ"あ"あ"あ"ッ♥♥♥」
「頭が気持ちいよねぇ。おまんこはどう？何か奥から来る感じがしない？」
「するぅッ♥おおおお、おマンコの奥ぅぅぅッ♥ヘンなのぉッ、くるッ、はへぇぇぇぇぇぇ
ぇぇぇッッ♥♥」

・第三章
※ニルヘイアというキャラです。ニーラの幼馴染。捕らえられています。

天井から触手がニルヘイアの眼前まで降り、先端が左右に開くと、触手はニルヘイアの口
と鼻を覆った。

（気持ち悪いわね。一体何をする気？）

そしてボフンという音が触手内から鳴る。

「いま出したガスは吸えば人間族ならすぐに絶頂しちゃうガスだよ。それを数十倍に濃縮
したやつを今出したんだ。龍人族でも効くようにね」

その説明が本当ならニルヘイアは絶頂しているはず。
抵抗の意思を見せ、不屈の心で挑んだニルヘイア。
その実態は……。

（お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"お"ッ
ッッッッ♥♥♥♥♥♥）

ブシャアアアアアアアアアアアアアアアアアア！！！
ニルヘイアは抵抗することなく、盛大に絶頂していた。
無様に腰をヘコヘコと前後に動かしながら、派手に潮を噴き散らし、目は裏返り、ガクガ
クと全身を激しく痙攣させている。

「まずは肉体改造だから抵抗はできないよ～。強制絶頂でほとんど意識飛んでるから」
「フムオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ！！！」

獣のような絶頂の叫びがくぐもってニーラの耳に入ってくる。
絶頂が終わり潮が噴き終わっても、触手マスク内にはガスが断続的に発射され、ニルヘイ
アの連続絶頂は止まることがない。

・第四章
※順にシェラ、セラフィ、ジュリア、リリアというキャラのセリフです。ふたなりにされ
てます。

「イグううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅ♥チンチンからせーえき出ちゃいましゅうううううぅ
ぅぅぅぅぅッ♥♥ああああッ♥ちんちん気持ちいいいいいいいッ♥♥」
「おほおおおおおおおおおッ♥チンポ気持ちいいいいいいいッ♥♥腰とまんにゃいいいいい
いいいいいッ♥♥いひいいいいいいいいいいッ♥♥」
「わらくしのおちんぽきもちいいれすわああぁぁぁッ♥♥バカになるのが分かってるのに止
まりませんのおおおぉぉぉぉぉッ♥♥♥」
「おちんちん気持ちいいッ♥もっとビュービューだすぅぅぅぅぅッ♥ザーメンいっぱい出し
てもっと気持ちよくなるぅぅぅぅぅぅッ♥♥」



全員が全員、狂ったように喘ぎ声を上げ、何度も射精を繰り返していた。
触手オナホはギュッとペニスを締め付け、内部の突起物達がしっかりとペニスを包み込
み、激しくジュボボッ、ジュボボッとペニスをしごいている。
竿に走るゾリゾリ感が腰を震えるほどの強い快感を生み出し、亀頭に走るコリコリ感が脳
を溶かすような快感を生み出し、四人は腰が抜けるような射精感を我慢できずに、ペニス
から何度も劣情の塊を吐き出し続けている。
しごく激しい音は空間に響き、四人のペニスの根元からボタボタと白濁色のドロドロの液
体が床へと零れ落ち、マンコからはトロトロの愛液がとめどなく溢れ、太股を伝って床へ
と垂れ落ちていき、四人は腰は突き出しっぱなしで、快楽を貪ろうとヘコヘコと腰を無意
識に動かしている。

・第5章
※最強の存在、バハムート（ルティーヤ）が朦朧とした意識の中、女王に調教されてい
る。（赤ちゃんプレイ）

「では、そろそろ気持ちよくしてあげましょう」

そう言って、フローラはルティーヤの下腹部に手をやり、人差し指一本をトロトロになっ
ているルティーヤの蜜壺の中へとゆっくり入れていく。

「ああぁぁっ♥♥」

肉体改造のおかげで膣は敏感になっており、指一本が擦れるだけで、膣奥から大量の愛液
があふれ出し、ルティーヤは身体を快楽でビクビクと痙攣させる。
フローラはゆっくりと指を動かして、中を優しくかき混ぜる。

「どう？気持ちいい？」
「はっ、ああぁぁ♥きもち、いいぃっ♥」
「おまんこ気持ちいい、おまんこ気持ちいいって言ってみなさい。そしたらもっと気持ち
いいですよ」
「はんん、あうぅっ♥おまんこ、きもちいい♥おまんこ、きもちいいっ♥」

フローラは指を動かしながら、膣の具合が丁度良くなった時に、指を二本に増やして、指
をクイクイと動かしながら、膣の上部分を擦り上げていく。

「ひにゃぁぁッ♥ふわぁぁぁッ、あああっ、あはぁぁっ♥あっ♥ああッ♥」

腰からせり上がってくる強い快感でルティーヤは何も考えることができない。
膣の奥、子宮がキュンキュンと反応し、膣をキュッと締め上げる。
二本の指がリズミカルにトントンとGスポットを叩いたと思うと、指をクイクイと動か
し、Gスポットを掻いていく。

「はんんっ、ああああっ♥きもちっ♥あはぁぁっ、おまんこっ♥きもちぃよぉっ♥♥」

潤んだ瞳がフローラを見つめる。
その瞳と表情が愛くるしく、フローラは指をさらに激しく動かす。

「ひゃあああぁぁッ♥♥ああああんんっ、きもちッ♥きもちいいッ♥ああああぁぁぁッ、イク
ッ♥おまんこイクッ♥イクイクイクッ♥♥イクぅぅぅぅぅぅぅぅッッ♥♥♥」

目を見開き、ルティーヤはフローラの身体を強く締め付け、ルティーヤの身体がガクガク
と痙攣する。
膣は収縮を繰り返し、フローラの指を締め付けてくる。

「よくイケました。んちゅ、んふぅ、ちゅ、ちゅる、んちゅ」
「ふへぇ、んふぅ、ふぅ、んふぅぅ、んん」

舌と舌がいやらしく絡み合う。



絶頂で硬直した身体が瞬く間に弛緩していく。

「キス、気持ちいい？」
「ふあぁぁぁ♥きもち、いい……」

ルティーヤは、はー、はーと息を吐きながら、トロトロになった瞳でフローラを見つめ
る。


